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数々
かずかず

の困
こん

難
なん

を乗
の

り越
こ

えて

帰

 
私

わたし

の 両
りょう

親
しん

は戦
せん

前
ぜん

に 中
ちゅう

国
ごく

に渡
わた

り、私は中国で

生
う

まれました。 終
しゅう

戦
せん

後
ご

父
ちち

はシ
し

ベ
べ

リ
り

ア
あ

に抑
よく

留
りゅう

さ

れ、私と母
はは

が中国に残
のこ

されました。貧
まず

しい生
せい

活
かつ

だ

ったので、学
がっ

校
こう

もあまり出
で

ていません。勉
べん

強
きょう

した

くてもできませんでした。周
まわ

りの人
ひと

たちは私が日本
にほん

人
じん

である事
こと

を知
し

っているので、私は 幼
おさな

い頃
ころ

から周

りの人に苛
いじ

められ、よく日
りー

本
べん

鬼
ぐい

子
ず

と言
い

われまし

た。この言葉
ことば

は千
せん

本
ぼん

の針
はり

で 心
こころ

を突
つ

き刺
さ

されるよう

な言葉でした。日本に帰
き

国
こく

することを忘
わす

れたことは

ありませんでした。何
なん

度
ど

も日本に帰国した夢
ゆめ

を見
み

て

いました。「 命
いのち

さえあれば」と生
い

きてきました。 

1966年
ねん

中国で文
ぶん

化
か

大
だい

革
かく

命
めい

が始
はじ

まった頃
ころ

、中国

人である主
しゅ

人
じん

は、日本人である私のために郵
ゆう

便
びん

局
きょく

の仕
し

事
ごと

から肉
にく

体
たい

労
ろう

働
どう

の工
こう

場
じょう

に移
うつ

されまし

た。とても辛
つら

かったです。 

1972 年日
にっ

中
ちゅう

国
こっ

交
こう

正
せい

常
じょう

化
か

のニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

を聞
き

いて

私達
たち

は言葉で 表
ひょう

現
げん

できないくらい 喜
よろこ

びました。

一
いっ

刻
こく

も早
はや

く日本に飛
と

んでいきたいと思いました。

けれども主人の 兄
きょう

弟
だい

達
たち

に大
だい

反
はん

対
たい

されました。そ

れでも私は誰
だれ

に何
なん

と言われても日本に帰国したい意
い

志
し

は変
か

わりませんでした。その後
ご

私達はさまざまな

困
こん

難
なん

を乗
の

り越
こ

えて 1982 年にようやく主人と 娘
むすめ

と

家
か

族
ぞく

3 人で日本に帰国する夢が実
じつ

現
げん

しました。 

帰国した当
とう

初
しょ

は町
まち

から少
すこ

し遠
とお

い母の実
じっ

家
か

の村
むら

に

住
す

んでいました。帰
き

国
こく

者
しゃ

が日本語
ご

を勉
べん

強
きょう

できる場
ば

所
しょ

がなかったので、自
じ

宅
たく

で独
どく

学
がく

していました。平
ひら

仮
が

名
な

と片
かた

仮
か

名
な

をしっかり覚
おぼ

えました。半
はん

年
とし

後
ご

県
けん

が

主
しゅ

催
さい

した日本語ク
く

ラ
ら

ス
す

で三
さん

カ
か

月
げつ

勉強しました。 

主人は親
しん

戚
せき

の人に連
つ

れられて道
どう

路
ろ

工
こう

事
じ

などの仕
し

事
ごと

をしました。日本語が話
はな

せなかったので、人にい

投稿 
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じめられたり 重
じゅう

労
ろう

働
どう

の仕事をしたりしました。あ

る日
ひ

の事
こと

でした。主人は仕事 中
ちゅう

に日本人にいじめ

られて帰
き

宅
たく

しました。主人は「中国に帰る」と言

い、私は「皆
みな

に反
はん

対
たい

されてまでやっと日本に来
き

た

のになぜまた帰
かえ

るの？」と言って大
おお

喧
げん

嘩
か

しまし

た。主人は夜
よ

中
なか

に寝
ね

ていた４
よん

歳
さい

の娘を起
お

こして中

国に帰ると家
いえ

を出
で

て行
い

きました。残
のこ

された私は部
へ

屋
や

で泣
な

いていました。主人と娘は一
ひと

晩
ばん

中
じゅう

外
そと

を回
まわ

り、朝
あさ

になって帰ってきました。とても可哀想
かわいそう

でし

た。今
いま

でもこのことを思
おも

い出
だ

すと私は 涙
なみだ

が止
と

まり

ません。私は自
じ

分
ぶん

を責
せ

めました。 

主人は中国で 24 年も勤
つと

めていた仕事を捨
す

てて日

本に来
き

て、なぜこんなに苦
く

労
ろう

しなければならないの

か。当
とう

時
じ

私は日本を恨
うら

みました。日本が戦
せん

争
そう

をし

なければ、私達家族はこんな目
め

に遭
あ

わなかったのに

と思
おも

いました。けれども日本政
せい

府
ふ

が責
せき

任
にん

をもって

私たちを日本に帰国させてくれたことを思
おも

い返
かえ

し、

また頑
がん

張
ば

る勇
ゆう

気
き

が湧
わ

いてきました。 

村
むら

には仕事がなかったので、 A
えー

市
し

に引
ひっ

越
こ

しまし

た。それでも仕事がなかなか探
さが

せませんでした。言

葉の壁
かべ

でたくさんの困難が目
め

の前
まえ

に 現
あらわ

れて、とて

も悩
なや

みました。その時
とき

、私たち二人
ふたり

は 職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

校
こう

に 入
にゅう

校
こう

して技
ぎ

術
じゅつ

を身
み

につけようと思いまし

た。訓練校で私は洋
よう

裁
さい

科
か

、主人は 調
ちょう

理
り

科
か

で 1 年間
かん

勉強しました。 

訓練校の開
かい

講
こう

前
まえ

に学
がく

生
せい

たちにパ
ぱ

ラ
ら

リ
り

ン
ん

ピ
ぴ

ッ
っ

ク
く

の

録
ろ く

画
が

ビ
び

デ
で

オ
お

を見
み

せてくれました。私はこのようなビ

デオを見るのは初
はじ

めてでした。 障
しょう

碍
がい

者
しゃ

の一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

に頑張る 姿
すがた

を見て、声
こえ

が出
で

るくらい泣きまし

た。感
かん

動
どう

したのは、手
て

や足
あし

のない人、目
め

が見えな

い人達が必
ひっ

死
し

に 競
きょう

技
ぎ

している 姿
すがた

でした。私は自

分を責
せ

めました。私は手も足も目も健
けん

全
ぜん

なのに日本

語が話せないだけでなぜ頑
がん

張
ば

らないのかと思いまし

た。それから私は 必
かなら

ず正
ただ

しい日本語をマ
ま

ス
す

タ
た

ー
ー

し
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ようと決
けっ

心
しん

しました。 

洋裁科の 1 年間の

課
か

題
だい

は、エ
え

プ
ぷ

ロ
ろ

ン
ん

か

らス
す

カ
か

ー
ー

ト
と

、ブ
ぶ

ラ
ら

ウ
う

ス
す

、ズ
ず

ボ
ぼ

ン
ん

、最
さい

後
ご

に

コ
こ

ー
ー

ト
と

でした。これら

を私は全
ぜん

部
ぶ

無
ぶ

事
じ

に完
かん

成
せい

しました。あの 1 年間の勉強は平
へい

坦
たん

ではありま

せんでした。でも必
ひっ

死
し

に頑張ったので、訓練校を

修
しゅう

了
りょう

する時に皆
かい

勤
きん

賞
しょう

と努
ど

力
りょく

賞
しょう

をもらいまし

た。 

私たちは 1990 年に 中
ちゅう

華
か

料
りょう

理
り

店
てん

を開
かい

業
ぎょう

しま

した。大
おお

勢
ぜい

のお 客
きゃく

様
さま

と 周
しゅう

囲
い

の人たちのおかげで

18 年も営
えい

業
ぎょう

しました。お客様からたくさん社
しゃ

会
かい

勉強をさせてもらいました。しかし主人が重
おも

い 病
びょう

気
き

になり、平
へい

成
せい

20年
ねん

に閉
へい

店
てん

しました。 

私は今 7８歳
さい

です。残
のこ

り僅
わず

かな人
じん

生
せい

。けれども

認
にん

知
ち

症
しょう

予
よ

防
ぼう

のためにもっと日本語と日本社会を知

っていきたいです。楽
たの

しい老
ろう

後
ご

を送
おく

りたいです。 

 私は花
はな

と野
や

菜
さい

を育
そだ

てるのがとても好
す

きなので、

それらと関
かん

係
けい

のある本
ほん

をたくさん読
よ

んでいます。

また友
とも

達
だち

の 畑
はたけ

を借
か

りてさまざまな種
しゅ

類
るい

の野
や

菜
さい

を

植
う

えています。 

これからも健
けん

康
こう

を維
い

持
じ

して、自
じ

分
ぶん

の趣
しゅ

味
み

をいかし

ながら、楽しく日本語の勉強を頑張っていきたいと

思います。 

 


